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あらまし：本研究では PBL(Project-Based Learning)を主体的に学ぶことの支援を目的とする. 実践的情報教
育として PBLが行われている. しかし実際の PBLでは, チーム間での交流が少ない問題があり, また個人
の学びへの意識が低い傾向がある. 我々はこれらの問題を解決するためにポートフォリオに着目した. 
PBLに対するポートフォリオを作ることで, 学生が主体的に学ぶ環境を得られると考えられる. 本研究で
は, 著者ら所属学部で行われている PBLを対象として, 新たなシステムを導入するのではなく, 現在使わ
れている「週報」を利用する. PBL受講学生に週報をポートフォリオとして使わせ, 学びへの影響調査を
行う. 
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1. はじめに 
ポートフォリオとは「学習，スキル，実績を実証

するための成果(work)を，ある目的のもと，組織化
／構造化しまとめた収集物」(1)であり, 目標に向かっ
て何をどのように行ったのかを可視化したもの, い
わゆる数値化できない個性や感性が詰まった一つの

作品である. 近年, 教育におけるポートフォリオの
活用が注目されている. 
このポートフォリオを活用したプロジェクト学習

の一つに未来教育プロジェクト学習がある(2)．未来

教育プロジェクト学習とは, プロジェクトの戦略や, 
ポートフォリオを最大限活用する新しい教育手法で

ある. この手法では, 活動の中で「意志のある学び」
を得るために, プロジェクトのすべての活動, すべ
ての思考の成果をポートフォリオにまとめる. その
ポートフォリオを活動の最後に, 学生が活動全体を
評価し, 活動の学びを再構築する. 未来教育プロジ
ェクト学習を用いることにより, 学生が「自分の意
志」を持って, 自分たちのゴールへ向かって戦略を
立てチームで目標を達成することを効果的に行うこ

とができることや, より知を深く自らのものにでき
る効果があるとされている.  
近年では, プロジェクト学習が多くの大学で行わ

れつつある. しかし, 情報系の学生に未来教育プロ
ジェクト学習を適用した例は少ない. 未来教育プロ
ジェクト学習では, 一つのチーム内で個人の学びを
大きくする方法は行われているが, 他のチームとの
交流による効果は, 明らかになっていない. そこで
本研究では, 現状の情報系の学生を対象とした, プ
ロジェクト学習にポートフォリオを追加し, その上
でチーム間での交流を活発にすることによる学びの

変化を明らかにする. 
 
2. 研究目的 

	 本研究の目的として, 情報系の学生を対象に, プ
ロジェクト学習内でポートフォリオを活用すること

による, 学習活動への影響を調査, またチーム間で
の交流を活発にすることによるによる学生の率直な

反応を理解し, 学びの変化を明らかにすることであ
る.  

 
3. 公立はこだて未来大学におけるプロジェ

クト学習 
本研究では, 公立はこだて未来大学の学部 3 年生

の通年の必修科目であるシステム情報科学実習(3)の

ことをプロジェクト学習と呼ぶ. プロジェクト学習
には「実社会の問題に挑む実践力を身につける」こ

とが目的である. プロジェクト学習では, 教員が約
20種類のテーマを提示し, その提示されたテーマの
中から学生が自分の希望にあったテーマを選択する. 
プロジェクト学習のテーマは, 未来大学の講義内容
だけでなく, 実社会の問題からも選ばれる. 一つの
テーマに最大 15 名の学生と 2~3 名の教員が参加し, 
チームで 1年間活動を行う. 活動は週 2回, 計 6時間
を授業として行い, その週の活動報告として, 週報
を毎週提出する. また, プロジェクト学習は前期と
後期の二つの活動期間がある. 活動期間の終わりに, 
自分のチームが行ったことを報告する発表会が開か

れる. また, 発表会の他に, 活動のまとめとして報
告書を作成する.  
提出する週報は「グループ活動週報」と「個人週

報」の二つである. グループ活動週報は, 履修者およ
び教員がプロジェクトの進行状況を把握するため用

いるほか, 教員の指導に対するフィードバックとし
ても用いる．個人週報は, 履修者が自分自身の状況
を把握するために用いるほか, 遅刻・早退・欠席を
した際に，状況を報告するためにも用いる．週報に

は, 「行ったこと」「教員から頂いた意見」「来週ま
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での課題」の三つを記述する必要がある. しかし, 現
状では内容に関してのルールが不明確で, 学生によ
って記述されている内容が異なっている. その結果, 
出席を確認する程度にしか使っていない学生が多い

(図 1).  
また, 現在のプロジェクト学習では, 各チームが

どのようなことをやっているかを知る機会が発表会

しかなく, 発表会でも個人が行っていることまでは
知る機会がなく,チーム間の交流が少ない. 

 

 
図 1	 	 個人週報の例	 

 
4. 実践内容および研究方法 
4.1 ポートフォリオ 
本研究では, 現在活動報告のために使われている

週報をポートフォリオとして利用する. しかし, 現
状使われている週報システムには, 資料を保存する
機能がなく, 文章を記述することしかできない. そ
こで, 個人週報には自己の目的を達成するために行
ったことと自己評価を記述し, 資料をGoogleドライ
ブ等に保存することとした. 個人週報には, 「今週の
目標」「目標達成のために行ったこと」「学んだこと」

「教員や学生から頂いた意見」「来週の目標」「来週

行ってみたいこと」を記述してもらう. 
4.2 研究デザイン 
本研究では, プロジェクト学習にポートフォリオ

を用いることにより, 「意志ある活動」をしてもら
い, その際に, どの程度の学びがあるかのデータを
収集する. また, 週報のルールの有無によってどの
ような学びの差があったのかをインタビュー等を用

いて比較を行う. その後, プロジェクト学習で達成
したい目的を参考に, チームに関係なく同じ目的を
立てている学生でグループを作成し, 学生同士でど
のようなことをやっているのかを週報で確認し, 行
っていることを互いに評価しあってもらい, チーム
間での交流を活発にする. これによって, 学びにど
のような影響があるのかについての調査を行う.  
本研究では学生の率直な反応を理解すること, そ

こからプロジェクト学習での学びの変化を検討する

ことが狙いであるため, 事象を記述することにより
体験を理解する質的記述的研究法を用いる. 
4.3 研究参加者 
研究参加者は公立はこだて未来大学 3年生で 2015

年度にプロジェクト学習を行っている学生に行った. 
週報に対して, 3つのチームに分かれている 15名の
学生に書き方のルールを設定し, ポートフォリオの

ように記述してもらう. また, 比較対象として, 同
じく 2015年度にプロジェクト学習を行っている, 15
名とは別のチームで活動をしている学生に週報のル

ールを設定しないで使ってもらう.  
4.4 データ収集期間 
週報をポートフォリオとして作成する期間は, プ

ロジェクト学習の前期活動期間である 2015年 5月~ 
7月のうちの, 6月~ 7月の 2か月間を予定しており, 
インタビューはプロジェクト学習の前期活動が終了

する, 同年 8月に行う予定である.  
4.5 データ収集方法 
データ収集にはフォーカス・グループ・インタビ

ュー法を用いる. フォーカス・グループ・インタビ
ューとは「具体的な状況に即したある特定のトピッ

クについて選ばれた複数の個人によって行われる形

式ばらない議論」であり, 特定の話題について参加
者の理解, 感情, 受け止め方, 考えを引き出すこと
のできる方法である(4). 本研究では, ポートフォリ
オ作成に対して, 学生の素直な反応を引き出す必要
があると考え, この方法を用いることとした. 
インタビューは, インタビューガイドを用いて行

う予定である. インタビューを行う対象は, 週報を
ポートフォリオのような使い方をしたグループと, 
週報を自由に書いたグループを対象に行い, 効果を
比較する. グループの大きさは 5 名, インタビュー
は 6 組実施し, 週報をポートフォリオのように使っ
たことによる取り組みの変化を語ってもらう. イン
タビュー内容は参加者の承諾を得て IC レコーダー
に録音, ビデオカメラにてインタビュー中の様子を
録画し, 参加者の反応を記録用紙に記録する.  
 
5. まとめ 
本研究では, PBL においてチーム間の交流の促進

と学びへの意識向上を目的として, 著者ら所属学部
の PBL(プロジェクト学習)に既存の週報を利用して, 
ポートフォリオを導入する. ポートフォリオ使用チ
ームとそうでないチームの比較により, 学びへの影
響調査を行う.  
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